
伝

上

杉

謙

信

所

用

月同

日良

ー
ー
ー
伝
上
杉
謙
信

入

領

出
l

-
上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告
四

ー

ー

ー

(3) 

白
地
桐
文
綾
、
襟
繍
胴
服
(
図
版
E
a
、
挿
図
7
、
8
)

註
却

桐
文
が
互
の
目
に
織
り
出
さ
れ
て
い
る
白
綾
地
の
胴
服
で
、
襟
は
紅
染
の
練
緯
地

に
、
襟
首
の
中
央
に
柳
(
挿
図
9
〉
、
上
前
(
胴
服
自
体
の
左
側
で
向
っ
て
右
側
、
挿
図
7

参
照
)

に
上
か
ら
菊
の
折
枝
、
丸
に
沢
潟
、
藤
の
折
枝
、
松
、
蔓
蔦
、
扇
面
、
雪
持

柳
、
下
前
(
上
前
の
逆
、
挿
図
8
参
照
〉

に
同
じ
く
上
か
ら
菊
に
似
た
蔓
花
の
折
枝
、

蔓
の
あ
る
桐
の
折
枝
、
丸
に
撫
子
、
雪
持
芦
、
短
冊
、
九
枚
笹
の
丸
、
あ
こ
だ
瓜
が

刺
繍
で
ほ
ぼ
等
間
隔
に
縦
に
並
べ
て
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
刺
繍
の
模
様
は
襟
の
外

側
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
一
覧
表
(
報
告
四
、
上
、

美
術
研
究
二
四
二
号
)
に
も
示
し

た
よ
う
に
、
襟
は
襟
首
の
部
分
を
内
側
に
折
っ
て
着
装
さ
れ
た
こ
と
が
必
然
的
に
考

え
ら
れ
る
。

裏
は
紅
練
緯
の
通
し
裏
で
、
表
の
白
綾
地
と
の
対
照
が
派
手
で
あ
る
。
襟
裏
、
即

ち
刺
繍
の
な
い
側
の
襟
裂
も
胴
裏
と
同
質
の
紅
の
練
緯
で
、
表
襟
に
は
紅
の
槌
色
が

み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
裏
裂
に
は
槌
色
が
殆
ど
認
め
ら
れ
ず
、

註
氾

く
鮮
や
か
な
紅
色
を
呈
し
て
い
る
。

ま
た
染
め
む
ら
も
な

伝

上

杉

謙

信

所

用

胴

服

八

領

中

神

ノ弘、
/口i

楽

子

刺
繍
の
施
さ
れ
て
い
る
表
襟
の
裂
は
、
目
の
つ
ん
だ
極
め
て
上
質
な
練
緯
(
後
述

註
担

表
襟
裂
の
地
合
参
照
)
で
、
紅
染
も
仰
の
襟
裂
と
同
様
極
め
て
純
度
の
高
い
紅
染
で
、

槌
色
は
し
て
い
る
が
、
黄
味
の
少
い
透
明
度
の
高
い
紅
の
色
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
地
質
も
染
も
極
上
の
襟
裂
に
、
仰
の
刺
繍
と
同
じ
手
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思

わ
れ
る
高
度
な
刺
繍
技
術
で
模
様
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

模
様
は
、
襟
裂
の
紅
を
パ
ッ
グ
に
蔚
黄
、
瀦
色
の
緑
系
の
色
が
主
調
で
、
次
い
で

白
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
次
に
紫
、
こ
の
襟
の
刺
繍
に
用
い
ら
れ
て
い
る
紫
色

は、

ωの
柳
の
幹
の
紫
と
異
り
、
濁
り
の
な
い
き
れ
い
な
紫
色
で
、
ど
の
部
分
に
も

痛
み
が
見
ら
れ
な
い
。
紫
根
染
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
浅
葱
、
濃
浅
葱
、
薄
浅
葱
、
燈

色
が
か
っ
た
紅
(
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
)
、

燈
色
が
か
っ
た
薄
紅
(
薄
い
サ
モ
ン
ピ
ン
ク
)
、

紅
(
ト
キ
色
、
ピ
シ
グ
)
、
薄
紅
(
薄
い
ト
キ
色
、
薄
い
ピ
ン
グ
)
、
金
茶
が
か
っ
た
黄
色
、

緑
が
か
っ
た
黄
色
、
黄
色
、
紫
と
自
の
撚
り
合
わ
せ
の
杢
糸
の
十
五
色
の
刺
繍
糸
が

用
い
て
あ
る
。
以
上
の
糸
は

ωの
刺
繍
糸
同
様
絹
糸
で
、
紫
と
白
の
撚
り
合
わ
せ
の

杢
糸
(
芦
の
穂
と
短
冊
の
紐
に
用
い
ら
れ
て
い
る
)
以
外
は
何
れ
も
平
糸
で
あ
る
。

色
糸
の
使
い
わ
け
は
∞
の
場
合
と
同
様
、
葉
や
茎
は
蔚
黄
や
裁
色
の
緑
系
、
花
は

143 



美

術

研

四

号

究

基
調
に
そ
の
花
の
色
、
雪
は
白
と
い
っ
た
よ
う
に
総
じ
て
実
際
の
物
に
即
し
た
、
或

は
そ
れ
に
近
い
色
の
濃
淡
を
効
果
的
に
繊
細
に
使
い
分
け
な
が
ら
処
々
に
写
実
か
ら

は
離
れ
た
色
が
或
時
は
ア
ク
セ
ン
ト
の
役
を
、
或
時
は
柔
か
味
を
添
え
る
役
目
を
果

す
よ
う
に
配
し
て
あ
り
、

ま
た
葉
や
花
を
き
っ
ぱ
り
と
途
中
で
色
を
変
え
た
り
室
町

-
桃
山
期
の
刺
繍
の
特
徴
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

刺
繍
の
技
法
も
∞
と
同
様
、
室
町
・
桃
山
期
の
刺
繍
の
特
徴
が
顕
著
で
あ
る
。
大

部
分
が
渡
し
繍
で
、
大
き
く
糸
が
渡
っ
て
い
る
部
分
に
は
抑
え
の
線
繍
が
入
っ
て
い

る
。
枝
、
茎
、
蔓
、
藤
や
桐
の
花
房
の
茎
な
ど
は
、
い
わ
ゆ
る
纏
繍
で
繍
わ
れ
て
お

り
、
針
目
の
半
分
か
ら
三
分
の
一
ぐ
ら
い
返
し
て
進
ん
で
い
る
返
し
繍
で
あ
る
こ
と

も
仰
と
同
様
で
あ
る
。

刺
繍
技
術
は
極
め
て
優
れ
て
お
り
、
模
様
の
一
つ
一
つ
が
く
っ
き
り
と
鮮
や
に
表
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現
さ
れ
て
い
る
。
大
き
く
渡
っ
た
渡
し
繍
の
繍
糸
が
、

よ
く
目
が
つ
ん
で
見
事
に
揃

註
認

っ
て
お
り
、
刺
繍
部
分
に
紙
の
裏
打
が
行
わ
れ
て
い
る
形
跡
も
認
め
ら
れ
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
少
し
の
ひ
き
つ
り
も
見
ら
れ
な
い
の
は
、
刺
繍
技
術
の
優
秀
さ
に
加
え

て
、
こ
の
襟
裂
の
地
合
が
密
で
あ
る
こ
と
に
も
依
っ
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
。
こ
の
襟

裂
の
紅
染
が
、
仰
の
辻
ケ
花
染
の
襟
裂
と
共
に
、
極
め
て
純
度
の
高
い
紅
染
で
あ
る

こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
優
秀
な
刺
繍
技
術
者
が
、
刺
繍
裂
の
地
質
や
染
色
に
も

こ
ま
か
く
吟
味
し
配
慮
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

襟
を
飾
る
計
十
五
の
模
様
は
、

ほ
ぼ
間
隔
を
同
じ
く
し
、
模
様
の
大
き
さ
は
、
丸

紋
が
直
径
八
!
八
・
五
セ
ン
チ
、
一
扇
面
の
部
分
は
幅
八
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
入
セ
ン

上杉神社蔵

上杉神社蔵

山形

山形

上前

下前

白地桐文綾，襟繍胴服 (3)

白地桐文綾，襟繍胴服 (3)

挿図7

挿図8



伝

上

杉

謙

信

所

用

胴

服

八

領

チ
で
、
他
は
幅
入
・
五
セ
ン
チ
、
高

さ
一

0
1
一
一
一
セ
ン
チ
に
な
っ
て
い

る
。
模
様
の
大
き
さ
も
間
隔
も
大
差

襟首まわり部分

な
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
並
列
さ
せ
て

あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
襟
の
中

央
、
左
右
の
模
様
の
基
点
に
な
っ
て

い
る
柳
は
、
樹
の
方
向
が
着
装
時
首

胴服 (3)

に
添
っ
て
立
つ
よ
う
按
排
さ
れ
て
お

り
(
挿
図
9
〉
、
細
心
な
配
慮
が
う
か

挿図9

が
わ
れ
る
。

ー
柳
(
挿
図
9
〉

こ
の
柳
は
、
幹
と
枝
の
形
の
上

中

ら
れ
る
形
で
、

菅
を
伴
っ
た
花
二
つ

の
表
現
は

ωの
雪
持
柳
の
幹
や
、
枝
と
同
じ

で
、
室
町
・
桃
山
時
代
染
織
意
匠
の
典
型
的

襟部分

な
樹
木
の
表
現
法
で
あ
る
。
幹
は

ωの
柳
の

幹
と
同
様
紫
糸
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が

胴服 (3)

こ
れ
は
紫
の
色
が
美
し
く
、

ま
た
糸
の
損
傷

も
見
ら
れ
な
い
。
幹
の
輪
郭
線
と
木
は
だ
を

あ
ら
わ
す
線
は
白
、
苔
は
白
と
鶴
色
の
割
り

挿図10

ま
ぜ
糸
、
枝
と
葉
は
、

一
本
お
き
に
旗
色
と

蔚
黄
に
な
っ
て
い
る
。

2
菊
の
折
枝
(
挿
図
9
〉

室
町
・
桃
山
時
代
の
菊
の
折
枝
に
よ
く
見

(
乙
乙
で
は
一
つ
は
裏
菊
〉
を
持
っ
た
枝
で
あ
る
。

葉
は
蔚
黄
と
鶴
色
で
葉
脈
の
線
繍
は
薄
紅
、
茎
と
一畏
菊
の
幕
、

話
回
の
花
鱒
を
示
す
線

正
面
花
の
菊
は
白
で
上
方
は
薄

(
菅
の
渡
し
繍
の
抑
え
糸
の
よ
う
に
見
え
る
〉
は
蔚
黄
、

は
薄
紅
と
自
に
な
っ
て
い
る
。

紅
、
蕊
の
部
分
は
金
茶
が
か
っ
た
黄
、
花
郷
の
線
は
正
面
花
の
菊
も
裏
菊
も
薄
紅
、
膏

3
丸
に
沢
潟
(
挿
図
7
、
印
)

黄
、
花
は
白
。

丸
が
紫
、
葉
は
蔚
黄
と
瀦
色
の
色
替
え
で
、
葉
の
中
央
部
の
線
繍
は
薄
紅
、
茎
は
蔚

4
藤
の
折
枝
(
挿
図
7
、
印
)

色
と
い
い
形
と
い
い
繊
細
に
優
麗
な
膝
の
折
枝
で
あ
る
。
蝶
の
触
角
の
よ
う
な
形

の
、
小
さ
く
て
可
愛
い
蔓
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
膝
の
折
枝
に
限
ら
ず
こ
の
襟
裂
の
模

様
に
つ
け
ら
れ
た
蔓
は
、
こ
の
種
の
小
さ
く
愛
ら
し
い
形
の
蔓
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
室

町
か
ら
桃
山
初
頭
に
か
け
て
の
蔓
模
様
特
有
の
形
で
、
桃
山
の
も
の
に
な
る
と
蔓
は
大

き
く
手
を
延
ば
し
た
よ
う
な
形
に
変
化
す
る
。
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茎
、
蔓
及
び
上
方
二
枚
の
葉
は
蔚
黄
で
、
そ
の
蔚
黄
色
の
葉
の
葉
脈
は
薄
紅
、
三
枚



美

術

号

研

究

四

中
下
方
一
枚
の
葉
は
弟
色
で

そ
の
葉
脈
は
控
色
が
か
っ
た
紅
(
サ
モ
ン
ピ
ン
ク
〉
、
花

は
白
、
紫
、
濃
蔚
黄
、
花
の
蕊
(
花
の
中
央
に
短
い
線
繍
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
〉
は
、

向

っ
て
左
側
の
房
の
白
い
花
と
、
向
っ
て
右
側
の
房
の
尖
端
三
つ
の
白
い
花
に
は
紫
、
向

っ
て
右
側
の
房
の
白
い
花
尖
端
三
つ
を
除
い
た
六
つ
に
は
浅
窓
、
紫
の
花
と
濃
蔚
黄
の

花
に
は
白
が
用
い
て
あ
る
。

5
松
(
挿
図
7
、
叩
)

幹
と
枝
は
紫
、
幹
の
輪
郭
線
と
木
は
だ
を
示
す
線
は
白
、
苔
は
白
と
鶏
色
の
剖
り
ま

ぜ
糸
で

1
の
柳
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
葉
は
蔚
黄
と
鶴
色
(
新
芽
の
部
分
が
鶴
色
〉
で
、

蔚
黄
の
部
分
に
あ
る
抑
え
糸
は
桂
色
が
か
っ
た
紅
(
サ
モ
ン
ピ
ン
ク
〉
。

6
蔓
蔦
(
挿
図
7
、
日
〉

黄
緑
色
の
五
郷
花
を
つ
け
た
蔓
蔦
で
、
葉
の
中
央
下
方
の
突
起
部
は
鶴
色
、
左
右
は

蔚
黄
、
茎
、
蔓
は
蔚
黄
(
向
っ
て
右
の
上
か
ら
二
本
目
の
蔓
は
尖
端
部
が
繭
黄
、
花
に
寄
っ
た

方
が
鵜
色
で
途
中
が
ほ
か
し
に
な
っ
て
い
る
〉
。

葉
の
中
央
の
小
さ
な
円
形
と
鶏
色
部
分
の

葉
脈
は
桂
色
が
か
っ
た
紅
(
サ
モ
ン
ピ
ン
ク
〉
で
、
蔚
黄
色
の
部
分
の
葉
脈
は
澄
色
が
か

っ
た
薄
紅
(
薄
い
サ
モ
ン
ピ
ン
ク
)
、

花
は
緑
が
か
っ
た
黄
色
で
、

花
興
の
輪
郭
線
は
薄

い
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
。
各
花
郷
の
中
央
部
と
花
の
蕊
は
蔚
黄
。

7
一
扇
面
(
図
版
E
a
、
挿
図
7
)

金
地
と
浅
葱
地
の
二
面
の
扇
面
を
優
雅
に
組
み
合
わ
せ
た
図
柄
で
あ
る
。
金
地
の
一
扇

面
に
は
撫
子
、
浅
葱
地
に
は
三
つ
盛
亀
甲
を
配
し
て
あ
る
。
金
地
の
表
現
に
は
金
茶
が

か
っ
た
黄
色
の
繍
糸
を
横
に
大
き
く
平
行
し
て
渡
し
繍
し
、
同
色
の
繍
糸
で
斜
に
糸
を

渡
し
て
抑
え
繍
が
し
て
あ
る
。
こ
の
方
法
は

ωの
雪
の
表
現
に
も
処
々
見
ら
れ
た
も
の

註
お

で
比
較
的
広
い
面
積
の
無
地
の
部
分
を
表
現
す
る
繍
法
の
よ
う
で
、
浅
葱
地
の
扇
面
に

も
こ
の
繍
法
が
用
い
て
あ
る
。
金
地
の
扇
面
の
輪
郭
線
は
紫
、
浅
葱
地
の
扇
面
の
輪
郭

総
は
白
。
撫
子
の
花
は
紅
、
蕊
は
金
茶
が
か
っ
た
黄
、
葉
は
蔚
黄
。
三
つ
盛
亀
甲
は
亀

甲
の
外
側
の
輪
郭
線
が
白
、
内
側
の
輪
郭
線
が
紫
。
亀
甲
の
中
の
花
は
サ
モ
ン
ピ
ン

グ

二
四

Q
O

雪
持
柳
(
図
版
E
a
、
挿
図
7
)
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こ
の
図
様
は
、

ωの
雪
持
柳
の
枝
の
部
分
と
同
種
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
雪
の
積

り
方
も
、
こ
ぼ
れ
落
ち
る
雪
の
塊
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
雪
は
白
、
雪
の
抑
え
糸
も

白、

葉
と
枝
は
蔚
黄
と
貌
色
。

9
菊
に
似
た
蔓
花
の
折
枝
(
挿
図
8

9 
¥..../ 

花
か
実
か
判
別
で
き
な
い
白
い
丸
い
も
の
が
三
つ
、
菊
の
葉
に
似
た
葉
を
持
つ
蔓
の

出
て
い
る
茎
に
つ
い
て
い
る
。
丸
い
部
分
の
白
糸
の
渡
し
繍
は
、

7
の
模
様
の
扇
面
地

の
部
分
や
8
の
雪
持
柳
の
雪
、

日
の
丸
に
撫
子
の
花
姉
、
ロ
の
雪
持
芦
の
雪
、
日
の
短

冊
の
地
等
に
見
ら
れ
る
渡
し
繍
と
同
じ
繍
法
が
用
い
て
あ
り
、

ま
た
輪
郭
線
が
白
繍
糸

の
纏
繍
で
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
恐
ら
く
白
い
塊
の
よ
う
に
見
え
る
花

か
、
白
い
実
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
植
物

は
何
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。
茎
、
蔓
は
蔚
黄
、
葉
は
蔚
黄
と
溺
色
、
葉
脈
は
、
蔚
黄

色
に
は
薄
紅
、
鵜
色
に
は
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

日
蔓
の
あ
る
桐
の
折
枝
(
挿
図
8
、
叩
)

肩
裾
の
模
様
の
中
に
屡
々
見
ら
れ
る
桐
の
模
様
(
挿
図
日
参
照
)
か
ら
一
部
分
枝
を
折

桐竹鳳風等模様肩裾 部分

東京国立博物館蔵

挿図11
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挿図12

a.紅地辻ケ花入繍箔挿図12

っ
て
取
り
出
し
て
来
た
よ
う
な
模
様
で
、
こ
れ
と
同
様
な
模
様
が
東
博
蔵
紅
地
辻
ケ
花

入
繍
箔
の
背
面
左
脇
下
方
の
部
分
に
見
ら
れ
る
(
挿
図
ロ

a
、
b
)
。
葉
、
茎
、

蔓
は
蔚

黄
、
弟
色
、
葉
脈
は
9
と
同
様
蔚
黄
に
は
薄
紅
、
強
色
に
は
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
の
繍
糸
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
花
房
の
茎
は
紫
、
桐
の
花
は
全
部
白
。

日
丸
に
撫
子
(
挿
図
8
、
叩
)

丸
は
白
で
、
撫
子
は
紫
、
こ
の
紫
の
花
郷
は
7
の
扇
面
の
地
と
同
じ
繍
法
、
花
鮒
の

外
側
の
輪
郭
に
見
ら
れ
る
刺
し
繍
風
な
線
繍
と
内
側
の
輪
郭
線
の
纏
繍
は
白
。
花
の
蕊

は
金
茶
が
か
っ
た
黄
色
、
蕊
の
ま
わ
り
の
纏
繍
も
蕊
と
同
色
。

ロ
雪
持
芦
(
挿
図
8
、
日
)

こ
の
手
の
芦
の
図
様
は
、
室
町

・
桃
山
期
の
染
織
品
に
は
屡
々
あ
り
、
特
に
繍
箔
に

多
く
見
ら
れ
る
。
葉
と
茎
は
蔚
黄
と
瀦
色
、
葉
の
中
央
の
筋
は
薄
紅
、
穂
は
白
と
紫
の

撚
り
合
わ
せ
の
杢
糸

(
Z
撚)。

ロ
短
冊
(
挿
図
8
、
日
)

東京国立博物館蔵

短
冊
は
二
枚
重
ね
て
結
ん
で
あ
り
、
手
前
の
短
冊
に
は
菖
蒲
に
撫
子
、
奥
の
短
冊
に
は

源
氏
香
の
よ
う
な
模
様
(
源
氏
香
だ
と
す
る
と
上
の
は
藤
袴
、
中
の
は
真
木
柱
、
下
の
は
四
本

で
あ
る
か
ら
源
氏
香
に
は
な
っ
て
お
ら
な
い
〉
と
撫
子
が
見
え
て
い
る
。
短
冊
の
地
は
、
繍

法
は
7
の
扇
面
の
地
と
同
じ
で
、
地
色
は
、
手
前
は
上
か
ら
紫
、
金
茶
が
か
っ
た
黄
(
扇

面
と
同
様
金
色
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
)
、
浅
葱
(
乙
の
部
分
に
は
薄
紅
の
斜
線
が
あ
り
、

水
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
〉
、
紫
、
白
と
な
っ
て
い
る
。
奥
の
短
冊
は
上
か
ら

白
、
金
茶
が
か
っ
た
黄
(
乙
こ
に
は
蔚
黄
の
纏
繍
に
よ
る
線
が
入
っ
て
い
る
。
乙
の
部
分
は
短

冊
の
裏
面
が
見
え
て
い
る
乙
と
に
な
る
が
)
、
紫
、
浅
葱
と
な
っ
て
お
り
、

強
色
で
縁
取
り

が
し
て
あ
る
。
手
前
の
短
冊
の
菖
蒲
は
、
花
は
白
、
茎
は
蔚
黄
、
葉
は
蔚
黄
と
薄
紅
で

表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
の
撫
子
は
側
面
花
で
、
花
と
膏
は
薄
紅
、
茎
と
葉
は
晴
樹

色
。
奥
の
短
冊
の
源
氏
香
の
よ
う
な
模
様
は
濃
い
浅
葱
、
撫
子
は
正
面
花
で
、
花
と
菅

は
薄
紅
、
茎
と
葉
は
務
色
で
あ
る
が
、

正
面
花
の
す
ぐ
下
の
葉
二
枚
(
左
右
一
枚
ず
つ
)

147 

は
控
色
が
か
っ
た
紅
、
即
ち
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
。
短
冊
の
結
び
紐
は
芦
の
穂
と
同
じ
白
と

二
五



美

術

号

研

究

四

紫
の
撚
り
合
わ
せ
の
杢
糸
。

日
九
枚
笹
の
丸
(
図
版
E
a
、
挿
図
8
)

同
の
胴
服
の
九
枚
笹
の
丸
と
同
種
の
図
様
で
あ
る
(
図
版
I
、
挿
図
初
参
照
〉
。
笹
の
丸

の
部
分
は
蔚
黄
、
葉
は
蔚
黄
と
揚
色
、
笹
の
丸
の
節
と
葉
の
中
央
の
筋
は
薄
紅
。

日
あ
こ
だ
瓜
(
図
版
E
a
、
挿
図
8
)

あ
こ
だ
瓜
は
鎌
倉
ご
ろ
か
ら
桃
山
初
頭
ご
ろ
ま
で
工
芸
意
匠
に
も
時
々
見
ら
れ
る
模

様
で
、
染
織
品
で
は
比
較
的
時
代
の
古
い
肩
裾
に
、
あ
こ
だ
瓜
、
或
は
あ
こ
だ
瓜
様
の

註
泊

模
様
が
屡
々
見
受
け
ら
れ
る
(
挿
図
日
参
照
〉
。
こ
の
襟
裂
に
見
ら
れ
る
模
様
は
あ
こ
だ

瓜
と
見
倣
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
葉
、
茎
、
蔓
は
蔚
黄
色
と
揚
色
、
葉
脈
は
向
っ
て
右

側
二
枚
の
葉
に
は
薄
紅
、
向
っ
て
左
側
の
一
枚
は
旗
色
の
葉
で
あ
る
が
蔚
黄
色
で
葉
脈

が
繍
つ
で
あ
る
(
萌
黄
色
の
葉
脈
は
こ
と
だ
け
〉
。
瓜
は
白
で
、
輪
郭
線
は
、

上
方
の
丸
形

上
向
き
の
瓜
に
は
黄
色
(
こ
の
黄
色
は
こ
の
襟
で
は
こ
こ
に
だ
げ
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。東京国立博物館蔵アイヌ旧蔵肩裾a. 挿図13

一一六

下
方
横
向
き
の
瓜
に
は
薄
紅
が
用
い
て
あ

る
。ωの
胴
服
に
用
い
ら
れ
て
い
る
黄
色
と
同
色
)
、

以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
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い
て
も
何
で
あ
る
か
不
明
の
も
の
も
あ
り
、
更
に
模
様
自
体
の
意
義
、
十
五
の
模
様

こ
れ
ら
十
五
の
単
独
模
様
は
、
個
々
の
模
様
に
つ

た
課
題
と
し
た
。

し
か
し
、

が
相
互
に
関
連
す
る
意
義
等
、
現
段
階
で
は
深
く
究
め
て
は
お
ら
ず
、
今
後
に
残
し

こ
れ
ら
の
模
様
を
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
模
様
の
素

材
が
広
範
囲
に
亙
っ
て
豊
富
で
、

し
か
も
自
由
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
変
化
に
富
ん
で

い
る
こ
と
で
、

こ
れ
は
近
世
に
お
け
る
わ
が
国
の
工
芸
意
匠
の
特
徴
と
一
致
し
、
す

で
に
室
町
末
に
は
染
織
品
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら

の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
始
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

(右袖 ・胸部分〉

胴
服
全
体
の
白
場
に
対
す
る
襟
の
紅
の
比
率
、

襟
裂
の
模
様
の
大
き
さ
、
間
隔
、
配
列
、
色
の
配

置
、
紅
裏
と
の
対
照
等
、

こ
の
胴
服
に
も
守
ハ
ラ
ン

aの書起乙し図

ス
の
よ
い
統
一
の
と
れ
た
意
匠
効
果
が
う
か
が
わ

れ
、
用
い
ら
れ
て
い
る
上
質
の
裂
地
、
染
、
繍
、

仕
立
の
技
術
の
優
秀
さ
を
加
え
、

こ
の
胴
服
は
仰

-hu 

仰
向
の
胴
服
に
次
ぐ
優
品
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き

挿図13

る

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
(
報
告
四
、
上
、
美
術
研

究
二
四
二
号
)
の

ω。
総
重
量
八
八

0
グ
ラ
ム
相



の
乳
は
く
け
目

二
・
五
セ
ン
チ
出
て
い
る
。
上
ム削

ハ
胴
服
自
体
の
左
側
、
向
っ
て
右
側
〉

か
必
が
上
、
下
前
(
上
前
の
逆
〉
の
乳
は
く
け
目
が
上
、
わ
い
仙
が
下
と
逆
に
つ

当
の
綿
が
入
っ
た
胴
服
で
あ
る
。
裏
は
通
し
裏
、
袖
口
、
裾
と
も
に
砲
が
あ
り
、
袖
口

の
怖
は
約

0
・
八
セ

ン
チ
、
袖
山
よ
り
二
三
セ
ン
チ
の
位
置
に
、
両
袖
と
も
に
白
絹
糸

が
下
、

の
袖
口
留
|
|
二
回
巻
い
て
結
ん
で
あ
る
ー
ー
が
あ
る
。
袖
口
綿
は
裏
袖
の
袖
口
の
祐

い
て
い
る
。

縫
糸
は

袖
口
の
綿
の
と
じ
糸
(
前
出
)
を
除
い
て
白
絹
糸
が
用
い
て
あ
り
、

平
縫

に
ふ
く
ま
せ
て
あ
り
、
約
一

・
五
セ
ン
チ
内
側
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
約
二

・
五

t
三
セ

註
お

ン
チ
間
隔
に
紅
の
絹
糸
〈
二
本
撚
り
合
わ
せ
ら
し
く
太
い
。

Z
撚
〉
で
綿
が
と
じ
で
あ
る
。

は
比
較
的
細
い
糸
で

S
撚
、
く
け
目
は
太
い
糸
で
Z
撚
。
縫
目
は
約

0
・
五
セ
ン
チ
で

裾
合
わ
せ
の
針
目
は
約

0
・
八
セ
ン
チ
、
く
け
目
は
一

t
二
セ
ン
チ
の
大
き
な
針
目
に

0
・
四

I
0
・
八
セ
ン
チ
。

裾
の
怖
は
左
右
の
按
先
、
背
割
れ
の
左
右
の
端
は
何
れ
も
角
に
出
て
い
る
。
砲
の
幅
は

な
っ
て
い
る
。

背
縫
の
折
被
せ
は
表
は
正
常
(
美
術
研
究
二
二
八
号
ニ
O
頁

挿
図

3
参
照
〉
、
一
裂
は
逆
、
た
だ
し
、
こ
の
裏
の
折
被
せ
は
襟
附
よ
り
約
一
二
セ

ン
チ
下

(表
裂
)

高
く
(
上
に
〉
な
っ
て
い
る
。

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
下
は
正
常
。
袖
附
は
表
裏
共
に
平
縫
、
折
被
せ
は
表
裏
共
袖
の
方
が

身

頃

襟
は
襟
附
の
と
こ
ろ
は
表
裏
共
平
縫
、

約
一
五
セ
ン
チ

は
く
け
合
わ
せ
て
あ
る
。

間
隔
で
表
裏
の
と
じ
合
わ
せ
が
行
わ
れ
て
お
り
、
襟
の
表
一
畏
が
突
き
合
わ
せ
に
な
る
側

(
左
上
り
〉
、
経
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
六

O
本
前
後
、

表
襟
が
高
く
(
上
に
〉
な
っ
て
い
る
。

地
合
|
|
地
は
経
の
六
枚
綾
で
/
(
右
上
り
)
、
文
は
そ
の
裏
組
織
で
緯
の
六
枚
綾
¥

即
ち
一袋
襟
に
綿
が
ふ

緯
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
三

O
本
前

く
ま
せ
て
あ
り
、
そ
の
後
で
表
襟
が
く
け
つ
け
て
あ
る
。
こ
の
仕
立
を
見
る
と
表
と
裏

後
。
報
告
二

(
美
術
研
究
二
二
八
号
〉
の
小
袖
の
中
綾
地
九
領
と
同
じ
地
合
で
あ
る
。

桐
文
の
文
様
、
大
き
さ
|
|
文
様
は
挿
図
U
、
五
七
の
桐
が
互
の
目
に
配
列
さ
れ
て

と
を
別
々
に
縫
い
合
わ
せ
て
お
い
て
、
裾
合
わ
せ
を
し
、
そ
の
後
で
綿
を
入
れ
、
襟
と

伝

上

杉

謙

信

所

用

胴

服

八

領

じ
を
し
、
襟
下
(
立
棲
〉
を
く

い
る
地
文
で
、
大
き
さ
は
幅
が
四
・
三
セ
ン
チ
前
後
、
高
さ
三
・
七
セ
ン
チ
前
後
。

け
、
表
一裂
の
襟
の
突
き
合
わ

桐
文
は
肩
山
線
、
袖
山
線
で
向
か
い
合
っ
て
お
り
、
従
っ
て
肩
山
線
、
袖
山
線
に
縫

せ
、
袖
の
表
裏
の
突
き
合
わ
せ

目
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
模
様
は
前
後
共
桐
が
上
向
に
な
っ
て
片
面
で
逆
に
な
る

胴服 (3)の地文

の
く
け
つ
け
を
行
っ
た
こ
と
が

よ
う
な
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
織
る
前
か
ら
計
画
さ
れ
た
意
匠
計
画
の
上

わ
か
る
。
袖
口
下
の
折
被
せ
や

で
も
周
到
に
配
慮
さ
れ
た
織
で
、
前
出
綾
小
袖
九
領
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
た
と
こ
ろ

任
つ
け
の
折
被
せ
に
は
表
裏
共

註
却

に
統
一
一
性
が
な
い
。

註
訂

紐
は
赤
の
四
つ
打
丸
紐
で
、

で
あ
る
。

ネ禁
紅
色
の
練
緯
で
、
地
合
は
経
は
細
く
一
セ
ン
チ
間
に
四
四
本
前
後
で
二
本
ず
つ
寄
っ

挿図14

一
長
と
共
裂
の
乳
に
つ
け
て
あ

て
お
り
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
間
に
三
六
本
前
後
。
こ
の
刺
繍
の
施
凡
で
あ
る
練
緯
は
地

a-a
nぺ
U

が
つ
ま
っ
て
い
る
の
で
ト
か
が
こ
ま
か
く
張
り
が
あ
る
。
紅
の
徐
染
で
、
上
杉
家
伝
来

る
。
乳
の
位
置
は
妊
下
り
の
位

置
か
ら
一
一
一
一
セ
ン
チ
下
っ
た
と

の
も
の
と
し
て
は
槌
色
が
感
じ
ら
れ
る
が
、

し
か
し
純
度
の
高
い
紅
で
染
め
ら
れ
た
た

149 

こ
ろ
で
、
乳
は
約
一
セ
ン
チ
幅

め
槌
色
し
て
い
て
も
黄
味
が
少
く
、

ト
キ
色
の
澄
ん
だ
ピ
ン
グ
で
あ
る
。

中

二
七



美

術

号

二
八

研

四

究

(
裏
裂
)

身
頃
の
裏
も
襟
一
裂
も
同
質
の
練
緯
で
、
地
合
は
経
糸
は
細
く
一
セ
ン
チ
問
に
四

O
本

前
後
で
二
本
ず
つ
寄
っ
て
お
り
、
緯
は
一
セ
ン
チ
聞
に
三
二
本
前
後
、
紅
の
後
染
で
、

裏
襟
の
一
部
に
槌
色
が
見
ら
れ
る
ほ
か
は
、
極
め
て
鮮
や
か
な
色
が
残
っ
て
い
る
。

、、，，，
A
吐，，s
‘、

白
地
五
重
俸
牡
丹
唐
草
文
綾
、
襟
繍
胴
服
(
図
版
E
b
、
挿
図
日
)

五
重
の
棒
の
間
に
牡
丹
唐
草
と
百
が
互
の
目
に
織
り
出
さ
れ
て
い
る
白
綾
地
の
胴
服

で
、
襟
は
紅
染
の
練
緯
地
に
、
松
皮
菱
と
稲
妻
文
が
地
文
と
し
て
刺
繍
さ
れ
、

そ
の上杉神社蔵山形白地五重穆牡丹唐草文綾，襟繍胴服 (4)挿図15
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挿図16

石川家蔵

a. 太閤拝領紙衣胴服(修理後写真〉

静岡

挿図16



上
に
菊
の
折
枝
、
雪
持
柳
、
柳
の
枝
、
桐
紋
が
散
ら
し
模
様
と
し
て
刺
繍
し
て
あ

る
。
こ
の
刺
繍
の
模
様
も
仰
と
同
様
襟
の
外
側
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
襟
は
襟

首
の
と
こ
ろ
を
内
側
に
折
っ
て
着
装
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

裏
は
紫
平
絹
の
通
し
裏
で
、
襟
裏
も
こ
の
紫
平
絹
が
用
い
て
あ
る
。
こ
の
裏
裂
は

練
緯
で
は
な
く
、
経
糸
も
練
つ
で
あ
る
練
絹
で
、
節
織
に
な
っ
て
い
る
。
紫
の
色
が

美
し
い
。
表
の
白
、
襟
や
紐
の
紅
、
裏
裂
の
紫
の
対
比
対
照
が
効
果
的
で
あ
る
。

図
柄
は
と
も
か
く
と
し
て
、
刺
繍
技
術
と
色
の
冴
え
で

ω凶
め
の

胴
服
の
刺
繍
に
く
ら
べ
見
劣
り
が
目
立
つ
。
刺
繍
さ
れ
た
襟
裂
が
ひ
き
つ
っ
た
り
は

襟
の
刺
繍
は
、

し
て
い
な
い
が
(
刺
繍
部
分
に
紙
の
裏
打
は
な
い
よ
う
に
観
察
さ
れ
た
が
明
ら
か
で
は
な

い
。
)
、
渡
し
繍
の
繍
糸
の
つ
ま
り
方
が
比
較
的
粗
く
、

ま
た
糸
が
よ
く
揃

っ
て
い
る

と
は
い
い
難
い
。
所
々
に
下
絵
の
墨
描
の
線
が
見
え
る
。

襟
の
刺
繍
は
紅
の
練
緯
地
に
燈
色
が
か
っ
た
紅
(
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
〉
の
濃
淡
、
薄
紅

(
薄
い
ト
キ
色
、
薄
い
ピ
ン
グ
〉
蔚
黄
、

白
で
ど
の
色
が
多
い
と
も
感
じ

溺
色
、

黄

さ
せ
な
い
あ
わ
い
柔
か
な
調
子
を
作
り
、

そ
こ
に
引
き
締
め
役
の
よ
う
に
浅
葱
の
濃

淡
、
紫
(
こ
の
紫
は
茶
味
が
か
つ
て
濁
っ
た
よ
う
な
槌
せ
た
よ
う
な
色
を
呈
し
て
お
り
あ
ま

り
よ
い
色
で
は
な
い
。
し
か
し
糸
の
痛
み
は
見
ら
れ
な
い
)

が
所
々
に
加
え
ら
れ
て
あ

る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
繍
糸
は
以
上
十
種
で
、
色
糸
の
使
い
わ
け
、
刺
繍
技
法
は

ω

仰
と
同
様
に
室
町
・
桃
山
時
代
の
刺
繍
の
特
徴
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
襟
裂
に
、
図
様
色
調
等
よ
く
似
て
る
の
が
静
岡
市
の
石
川
家
に
伝
来
し
て
い

註
幻

る
太
閤
拝
領
紙
衣
胴
服
(
挿
図
凶
)
の
襟
裂
、
袖
口
裂
で
、
こ
の
襟
裂
や
袖
口
裂
は
、

松
皮
菱
地
に
菊
の
折
枝
の
模
様
で
、
稲
妻
文
と
雪
持
柳
、
桐
紋
は
な
い
。
紅
の
練
緯

地
に
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
の
濃
淡
、
薄
紅
、
蔚
黄
、
鵜
色
、
黄
、
白
、
紫
、
浅
葱
濃
淡
の

適
宜
入
り
混
っ
た
柔
か
い
調
子
の
松
皮
菱
は
、
色
の
使
い
方
や
大
き
さ
等
極
め
て
似

伝

上

杉

謙

信

所

用

胴

服

八

領

中

る埜通
0，)0 ~つ

て
ν、
る

菊
の
折
枝
は
図
様

色
調
は
似
て
い
る
が
、

繍
法
が
多
少
異
っ
て
い

襟
裂
の
襟
首
の
部
分
は
、
背
縫
の
延
長
線
上
と
左
右
両
襟
一
肩
ア
キ
の
延
長
線
上

(
背
縫
線
の
位
置
か
ら
両
側
に
七
・
二
セ
ン
チ
寄
っ
た
と
こ
ろ
)

に
各
一
本
宛
計
三
本
、

鶴
色
で
区
劃
線
が
繍
つ
で
あ
り
、
右
側
に
松
皮
菱
、
左
側
に
稲
妻
文
に
雪
持
柳
が
、

着
装
し
た
時
に
模
様
が
横
向
き
に
な
ら
ぬ
よ
う
双
方
と
も
模
様
が
立
て
て
入
れ
て
あ

る
。
ゅ
の
柳
の
模
様
の
場
合
と
同
様
着
装
時
を
考
慮
し
た
行
き
届
い
た
配
慮
が
う
か

が
わ
れ
る
。

菊
の
折
枝
は
左
右
に
一
枝
ず
つ
で
、
着
装
し
た
場
合
何
れ
も
腰
線
あ
た
り
に
な
る

位
置
に
あ
る
。
桐
紋
も
左
右
に
一
つ
ず
つ
で
、
左
(
胴
服
自
体
の
左
、
上
前
側
〉

は
上

方
(
挿
図
日
参

右

(
胴
服
自
体
の

右

下
前
側
)

胴服 (4)の地文

は
下
方
に
配
し

て
あ
る
。

地
文
に
な
っ

て
い
る
松
皮
菱

挿図17

の
大
き
さ
は
幅

入

・

五

セ

ン

チ
、
高
さ
四
・

五
セ
ン
チ
、
菊
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は
左

(
上
前
〉

二
九



美

術

研

究

四

号

。

の
が
幅
九
・
八
セ
ン
チ
、
高
さ
一
一
セ
ン
チ
、
右
(
下
前
〉
の
が
幅
一

0
・
三
セ

ン

五
セ
ン
チ
の
針
目
と
な
っ
て
い
る
。

チ
、
高
さ
一

0
セ
ン
チ
、
桐
紋
は
五
七
の
桐
で
二
っ
と
も
幅
五
セ
ン
チ
、
高
さ
五
・

152 

(
表
裂
)

五
セ
ン
チ
。

身
頃

ハ
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)

地
合
ー
ー
ー
地
は
経
の
三
枚
綾
で
¥
(
左
上
り
)
、
文
は
緯
の
六
枚
綾
で
¥
(
左
上
り
〉
。

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
(
報
告
四
、
上
、
美
術
研
究
ニ
四
二
号
)

の

ω。
八
領
中
、

身

経
糸
は
一
セ
ン
チ
間
に
六

O
本
前
後
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
四
二
本
前
後
で
打
ち
込

丈
、
袖
丈
共
に
最
も
短
く
、
ま
た
袖
幅
も
狭
く
、

か
つ
妊
も
な
い
全
体
小
ぶ
り
な
胴
服

み
が
よ
く
、
全
体
に
し
ゃ
き
し
ゃ
き
し
た
感
じ
の
地
質
で
あ
る
。

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
総
重
量
が
七
五
五
グ
ラ
ム
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に

文
様
、
大
き
さ
|
|
文
様
は
挿
図
口
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
五
重
樺
の
中
に
牡
丹
唐
草

綿
が
厚
く
入
っ
た
胴
服
で
あ
る
。
紅
練
緯
平
ぐ
け
の
紐
に
も
綿
が
入
っ
て
い
る

挿
図
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
右
脇
裾
に
し
み
あ
と
が
あ
る
。
裏 (ωの

と
目
が
互
の
目
に
配
さ
れ
て
い
る
。
牡
丹
唐
草
は
、

正
面
花
の
列
と
側
面
花
の
列
が
一

は
通
し
裏
、
襟
一
畏
も
身
頃
の
裏
と
同
じ
裂
が
用
い
て
あ
る
。
袖
口
、
裾
と
も
に
摘
が
あ

段
お
き
の
構
成
で
、
そ
れ
ら
は
花
も
葉
も
上
、
下
の
向
き
を
反
対
方
向
に
と
っ
て
い

註
却
る
。
文
様
の
大
き
さ
は
、
牡
丹
の
正
面
花
で
測
っ
て
、
長
径
が
約
二
・
五
セ
ン
チ
、
短

紐
の
綿
よ
り
は
薄
い
〉
。

り
、
袖
口
の
砲
は
約
一
セ
ン
チ
、
袖
口
一
綿
が
絡
に
ふ
く
ま
せ
て
あ
り
、
約
一
・
五
セ
ン

径
が
一
・
八
セ
ン
チ
。

チ
入
っ
た
と
こ
ろ
に
二
・
五

t
三
セ
ン
チ
間
隔
に
白
絹
糸
で
綿
が
と
じ
で
あ
る
。
袖
口

襟

端
は
剣
先
風
に
仕
立
て
て
あ
る
。
背
縫
の
折
被
せ
は
、
表
裏
と
も
わ
れ
わ
れ
が
い
う
正

紅
色
の
練
緯
で
、
地
合
は
、
経
糸
は
細
く
一
セ
ン
チ
聞
に
四
四
本
前
後
で
二
本
ず
つ
寄

註
泊

っ
て
お
り
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
三
六
本
前
後
。
紅
の
後
染
で
、
上
杉
家
伝
来
の
も

留
は
な
い
。
裾
の
砲
は
約
一
セ
ン
チ
で
、
上
前
、
下
前
の
楼
先
及
び
背
割
れ
の
左
右
の

常
な
方
向
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
二
O
頁
、
挿
図
3
参
照
〉
に
な
っ
て
い
る
。
袖
附
も
襟
附

の
と
し
て
は
槌
色
が
目
立
つ
。
紅
の
色
に
黄
味
が
多
く
、
比
較
的
透
明
度
も
少
い
。

も
表
裏
別
々
に
行
い
、
栂
合
わ
せ
を
行
っ
た
後
、
表
裏
の
襟
下
の
く
け
合
わ
せ
を
行

紐

い
、
襟
附
け
の
中
と
じ
(
こ
の
胴
服
で
は
襟
の
中
央
、
即
ち
背
縫
線
の
と
乙
ろ
だ
け
の
中
と
じ

註
氾

紅
色
の
練
緯
で
地
合
は
襟
裂
と
同
じ
。
紅
の
後
染
で
、
槌
色
は
殆
ど
認
め
ら
れ
ず
、

が
現
在
あ
る
。
あ
と
は
糸
が
と
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
中
と
じ
を
行
っ
て
い
な
い
の
か
不
明
)
を

黄
味
の
多
い
比
較
的
透
明
度
の
少
い
紅
色
で
あ
る
。
襟
裂
と
同
じ
紅
染
の
裂
で
あ
っ
た

行
い
、表
裏
の
く
け
合
わ
せ
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
袖
附
は
表
裏
と
も
袖
が
高

と
思
わ
れ
る
。

く
(
上
に
〉
な
っ
て
お
り
、
襟
の
表
裏
く
け
合
わ
せ
の
と
こ
ろ
は
裏
が
高
く
(
上
に
)
な
っ

て
い
る
。
即
ち
表
の
襟
裂
に
綿
を
ふ
く
ま
せ
た
後
、
裏
襟
を
と
じ
つ
け
た
こ
と
に
な
る
。

(裏
裂
)

肩
山
よ
り
二
七
・
五
セ
ン
チ
下
っ
た
裏
身
頃
と
裏
襟
の
縫
い
目
の
位
置
に
胸
紐
が
直
接

挟
み
こ
ん
で
縫
い
つ
け
て
あ
る
。
左
右
と
も
わ
な
が
上
、
縫
目
が
下
に
つ
い
て
い
る
。

身
頃
の
一畏
も
襟
一
畏
も
同
質
の
裂
で
あ
る
。
経
緯
と
も
に
精
練
し
た
糸
で
織
っ
た
平
絹

で
、
緯
糸
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
節
が
あ
る
。
節
織
と
し
て
は
比
較
的
薄
手
で
、
手
ざ
わ
り

縫
糸
は
、
表
、
裏
、
紐
と
も
に
平
縫
も
く
け
目
も
白
絹
糸

S
撚
の
比
較
的
細
い
糸
が

が
柔
か
で
あ
る
。
地
合
は
、
経
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
三
四
本
前
後
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ

用
い
て
あ
り
、
縫
目
は
約

0
・
五
セ
ン
チ
(
裾
合
わ
せ
の
縫
目
も
)
、
く
け
目
は
一

t
一・

聞
に
コ
三
本
前
後
。
紫
の
後
染
で
、
染
め
む
ら
、
徳
色
、
損
傷
の
な
い
、
色
に
透
明
度



伝

上

杉

謙

信

所

用

胴

服

八

領

中

胴服 (5)襟部分挿図19

の
あ
る
美
し
い
紫
色
で
あ
る
。
紫
根
染
で
あ
ろ
う
。

(5) 

浅
葱
綾
竹
雀
紋
繍
、
襟
摺
箔
描
絵
胴
服
(
図
版
1
、
挿
図
問
、
山
口
、
初
)

光
沢
の
あ
る
薄
い
浅
葱
色
の
綾
地
に
、
紋
所
の
位
置
に
五
ケ
所
と
両
脇
に
二
ケ
所

の
計
七
ヶ
所
、
色
調
も
あ
で
や
か
な
刺
繍
に
よ
る
九
枚
笹
の
丸
に
雀
の
紋
様
が
つ
け

摺
箔
、

胡
粉
、

墨、

ら
れ
て
い
る
。
襟
は
紅
の
練
緯
地
に
、
立
涌
、
桐
紋
が
、
金
銀
(
銀
は
ご
く
少
い
)
の

襟
は

朱
に
よ
る
描
絵
で
襟
の
両
面
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

枚
の
裂
を
二
つ
折
に
し
て
(
従
っ
て
両
面
は
わ
な
で
繋
っ
て
い
る
〉
つ
け
た
も
の
で
、
模

様
も
両
面
に
同
じ
よ
う
に
つ
い
て
い
る
か
ら
一
覧
表

上杉神社蔵

一
一
口
す
)

に
も
示
し
た
よ
う
に
、
襟
は
襟
首
の
と
こ
ろ
で
内
側
、
外
側
何
れ
に
で
も
折

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

山形浅葱綾竹雀紋繍，襟摺箔描絵胴服 (5)背面挿図18

(
報
告
四
、
上
、
美
術
研
究
二
四

る
。
た
だ
こ
の
胴
服
の

〈図版 I参照〉

襟
に
は
、
襟
首
ま
わ
り

の
内
側
に
襟
附
か
ら
五

ー
五
・

五
セ
ン
チ
上
っ

左胸部分

た
と
こ
ろ
に
、
外
側
に

襟
を
折
っ
た
折
線
が
明

胴服 (5)

瞭
に
あ
り
、
紅
の
槌
色

の
具
合
も
そ
の
こ
と
を

裏
付
け
て
い
る
の
で
、

挿図20

図
版
ー
の
よ
う
に
こ
の

襟
は

ωと
同
様
外
側
に
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折
っ
て
着
装
さ
れ
た
こ



ぎ哨
f

術

号

。T
究

四

と
が
わ
か
る
.

裏
は
紅
練
緯
の
通
し
裏
で
、
表
の
光
沢
の
あ
る
薄
浅
葱
の
綾
と
、
光
沢
の
あ
る
紅

練
緯
の
襟
、
紐
、
裏
と
の
対
照
が
口
問
よ
く
見
事
で
あ
る
(
図
版
I
)
。
襟
も
一
畏
も
紐

も
紅
の
槌
色
が
少
い
。

襟
の
摺
箔
描
絵
は
、
立
涌
の
一
模
模
の
長
さ
が
一

0
・
五
セ
ン
チ
で
、
幅
八
セ
ン

チ、

太
さ
一
・
二
セ
ン
チ
。
桐
紋
は
五
三
の
桐
で
、

高
さ
と
も
に
何
れ
も

-
八
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
写
真
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
金
箔
な
ど
比
較
的
よ
く
残

っ
て
い
る
。
立
涌
も
桐
紋
も
は
じ
め
墨
の
細
い
線
描
で
輪
郭
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ

の
後
で
箔
置
き
が
行
わ
れ
て
い
る
。
箔
は
大
部
分
が
金
箔
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ

註

ω
る
。
桐
紋
の
葉
の
部
分
は
箔
と
胡
粉
の
二
種
類
で
、
箔
の
分
に
は
朱
で
、
胡
粉
の
分

に
は
謬
質
の
強
い
墨
の
よ
う
な
も
の
(
光
沢
が
多
く
、
太
い
線
)
で
、
輪
郭
と
葉
脈
が

上
描
さ
れ
て
い
る
。
桐
の
花
の
部
分
は
何
れ
も
金
箔
で
あ
る
。

襟
に
つ
け
ら
れ
た
模
様
は
、

ωωω
と
同
様
襟
首
ま
わ
り
の
部
分
が
、
襟
の
模
様

の
基
点
に
な
る
様
式
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
部
分
の
模
様
が
横
向
き
に
な
ら
ぬ
よ

う
、
襟
首
に
当
る
と
こ
ろ
は
、
立
涌
も
桐
紋
も
、
襟
の
内
側
、
外
側
と
も
に
模
様
が

立
て
て
あ
る
(
図
版
I
、
挿
図
民
参
閉
じ
。
ゆ
と
同
様
左
右
両
襟
肩
ア
キ
の
延
長
線
上

(
背
縫
線
の
位
置
か
ら
両
側
に
六
・
五
セ
ン
チ
寄
っ
た
と
こ
ろ
〉
に
墨
で
区
劃
線
が
描
い

で
あ
る
。

九
枚
笹
の
丸
に
雀
の
紋
様
は
、
何
れ
も
九
枚
笹
の
丸
を
三
つ
盛
に
組
ま
せ
、
左
右

に
一
羽
ず
つ
雀
を
飛
ば
し
て
あ
る

(
雀
の
向
き
と
形
は
劃
一
的
で
は
な
い
)
。

こ
h

ワ
し

た
単
位
の
紋
様
を
七
ケ
所
に
、
即
ち
、
両
胸
は
肩
山
か
ら
一
二
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置

に
紋
様
の
上
端
が
あ
り
、
背
面
は
中
央
(
背
の
紋
様
)
が
五
セ
ン
チ
、
両
側
(
両
袖
の

紋
様
)

が
八
・
五
セ
ン
チ
肩
山
か
ら
下
っ
た
位
置
に
、
両
脇
は
袖
下
線
か
ら
一
入
セ

ン
チ
下
っ
た
位
置
に
紋
様
の
上
端
が
来
る
よ
う
配
し
て
あ
る
。

(
図
版
I
、
挿
図
凶
参
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の
大
き
さ
は
、
外
径
が
五
・
六
セ
ン
チ
、
内
径
が
四
・
五
セ
ン
チ
で
、
笹
の

丸
の
太
さ
は
約

0
・
五
セ
ン
チ
、
笹
の
葉
の
長
さ
は
約
二
セ
ン
チ
。
雀
は
長
さ
が
五

-
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
紋
様
は
、
光
沢
の
多
い
薄
浅
葱
の
地
質
に
よ
く
映
え
る
対
照
の
よ
い
色

調
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
色
調
は
柔
か
く
、
あ
で
や
か
で
、
適
当
な
締
ま
り
が
あ

り
、
侵
し
が
た
い
気
品
を
備
え
て
い
る
。
使
用
繍
糸
は
図
版
を
一
見
し
て
も
わ
か
る

よ
う
に
暖
色
系
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
燈
色
が
か
っ
た
紅
(
サ
モ

ン
ピ
ン
グ
)
が

最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
次
に
薄
紅
(
薄
い
ト
キ
色
、

薄
い
ピ
ン
グ
)
、
次
に
黄

(
黄
金
色
に
見
え
る
。

ωの
松
皮
菱
の
一
部
と
菊
の
芯
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
色
)
、

蔚
黄
、
鵜
色
、
茶
、
紫
(
き
れ
い
な
色
の
紫
、
損
傷
も
な
い
)
、
白
、
濃
浅
葱
、
濃
萌
黄

の
十
色
で
、
何
れ
も
絹
の
平
糸
で
あ
る
。

色
糸
の
使
い
わ
け
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
九
枚
笹
の
丸
は
五
種
類
の
色
が

あ
り
、
計
二
十
一
の
中
燈
色
が
か
っ
た
紅
、
即
ち
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
が
九
(
|
|
胴
服

自
体
の
前
後
左
右
の
位
置
で
の
ベ
る
|
|
左
胸
の
上
、

背
の
上
、

左
袖
後
の
左

右
胸
の
左
、

右
、
右
袖
後
の
上
と
左
、
左
脇
の
前
、
右
脇
の
上
)
、
薄
紅
が
七
(
背
の
左
、
左
袖
後
の
上
、

右
袖
後
の
右
、
右
胸
の
右
、
左
胸
の
左
、
左
脇
の
後
、
右
脇
の
前
)
、
黄
、
が
三
(
右
胸
の
上
、

左
脇
の
上
、
右
脇
の
後
)
、
蔚
黄
が

〈
背
の
右
〉
、
紫
が

(
左
袖
後
の
左
)
で
あ
る
。

笹
の
丸
に
は
黄
色
で
縁
取
り
が
し
で
あ
る
(
挿
図
初
参
照
)
が
、
黄
色
の
笹
の
丸
の

縁
取
り
は
蔚
黄
が
用
い
て
あ
る
。
節
は
縁
取
の
糸
と
同
色
に
な
っ
て
い
る
。
葉
は
蔚

黄
、
磁
色
、
黄
、
薄
紅
、

サ
モ
ン
ピ

ン
グ
の
五
色
が
適
宜
柔
か
い
調
子
に
組
み
合
わ

さ
れ
て
い
る
。



雀
は
茶
色
と
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
の
二
種
類
で
、
各
紋
様
と
も
二
色
の
雀
が
相
対
し
て

い
る
(
茶
の
雀
|
|
左
胸
は
左
、
右
胸
は
右
、
背
は
左
、
左
袖
後
は
左
、

右
袖
後
も
左
、
左

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
〉

脇
は
前
、

右
脇
も
前
で
あ
る
。

従
っ
て
サ
モ
ン
ピ
ン
ク
の
雀
は
各
々
そ
の
逆
側
に
つ
い
て
い

μ凶
V

ふ入、

T
1'
J
A
a
 

法
量
は
一
覧
表
(
報
告
四
、
上
、
美
術
研
究
二
四
二
号
)
の
刷
、
袷
仕
立
で
あ

る)。

る
。
裏
は
通
し
裏
、
袖
口
に
も
裾
に
も
福
は
な
く
、
突
き
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
裾

雀
の
腹
部
、
顔
面
は
、
茶
色
の
も
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
の
も
白
で
、
ま
た
目
、
く
ち
ば

の
背
割
れ
側
の
端
は
、
両
方
と
も
裏
側
に
剣
先
風
な
棲
の
仕
立
が
し
て
あ
る
。
背
縫
の

し
、
頬
の
点
も
双
方
と
も
濃
い
浅
葱
で
あ
る
。
脚
は
黄
色
と
濃
い
蔚
黄
の
二
種
類
が

折
被
せ
は
表
裏
と
も
わ
れ
わ
れ
が
い
う
正
常
な
方
向
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、

二

O
頁、

あ
り
、
別
に
使
い
分
け
は
な
く
、
適
宜
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
羽
の
線
繍

挿
図

3
参
照
〉
に
な
っ
て
い
る
。

は
、
何
れ
も
肩
の
部
分
が
黄
、
背
や
羽
の
下
部
が
茶
、
尾
は
白
で
、
量
感
質
感
を
出

縫
い
方
は
、
小
袖
側
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
小
袖
川
参
岡
山
〉
の
袷
仕
立
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。
袖
口
下
、
背
縫
と
両
脇
縫
、
柾
附
(
両
脇
と
柾
附
は
裾
か
ら
約
三
セ
ン
チ
聞
は
表
裏

す
の
に
相
当
に
繊
細
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

別
々
に
経

っ
て
あ
る
。
)
は
四
つ
縫
が
し
て
あ
り
、
袖
附
、
襟
附
は
三
枚
一
緒
に
縫
っ
て
か

刺
繍
技
法
も
仰
mw糾
同
様
、
室
町
・
桃
山
期
の
刺
繍
の
特
徴
が
顕
著
で
、
大
部
分

ら
一
枚
が
く
け
つ
け
て
あ
る
。
具
体
的
に
い
う
と
、
袖
附
は
、
表
袖
と
表
身
頃
と
裏
身

が
渡
し
繍
、

そ
れ
に
線
繍
の
抑
え
が
入
り
、
纏
繍
が
加
っ
て
い
る
。

頃
の
三
枚
が
一
緒
に
縫
っ
て
あ
り
、
そ
の
後
で
裏
袖
が
く
け
つ
け
て
あ
る
。
襟
附
は
、

刺
繍
技
術
は
極
め
て
優
れ
て
お
り
、
模
様
が
鮮
や
か
に
浮
き
出
し
、
雀
な
ど
飛
淘

襟
の
外
側
の
襟
附
と
表
身
頃
、
一
畏
身
頃
の
三
枚
が
一
緒
に
縫
わ
れ
、
そ
の
後
で
、
襟
の

の
動
感
が
実
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る

内
側
の
襟
附
部
分
が
く
け
つ
け
て
あ
る
。
そ
の
襟
附
に
は
妊
下
り
か
ら
二
二
セ
ン
チ
下

(
挿
図
初
参
照
)
。
渡
し
繍
の
繍
糸
は
よ
く
目

註
位

が
つ
ん
で
揃
っ
て
お
り
、
刺
繍
部
分
に
紙
の
裏
打
は
な
い
よ
う
に
観
察
さ
れ
た
が
、

い
さ
さ
か
の
ひ
き
つ
り
も
見
ら
れ
な
い
。

ω切
の
刺
繍
技
術
と
共
に
秀
抜
な
技
術
が

っ
た
位
置
に
底
辺
一
一
セ
ン
チ
、
高
さ
五
セ
ン
チ
の
二
枚
く
け
合
わ
せ
の
袷
の
三
角
裂

認
め
ら
れ
、
こ
の
三
領
の
刺
繍
は
同
じ
手
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
察
さ
れ
る
。

が
挟
み
込
ん
で
あ
り
、
三
角
裂
に
は
二
・
三
セ
ン
チ
幅
、
長
さ
五

0
セ
ン
チ
の
胸
紐
が

挟
み
こ
ん
で
あ
る
。
紐
は
両
方
と
も
わ
な
が
上
、
縫
目
が
下
に
つ
い
て
い
る
。
袖
口
に

は
袖
山
か
ら
二
七
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
に
白
絹
糸
で
二
回
巻
き
結
っ
た
と
め
が
し
て
あ

大
胆
か
つ
細
心
周
到
な
意
匠
は
上
杉
家
伝
来
の
服
飾
品
に
共
通
し
た
点
で
、

こ
の

る。

胴
服
に
は

ωω
の
胴
服
に
次
い
で
こ
の
特
徴
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

華
や
か
に
あ
で

縫
糸
は
比
較
的
細
い
白
絹
糸
S
撚
。
縫
目
は
約
0
・
五
セ
ン
チ
、

く
け
目
も
比
較
的

品
で
、
こ
の
点
で
は

ω仰
の
胴
服
に
比
肩
し
得
る
と
思
わ
れ
る
。
意
匠
効
果
、

裂

こ
ま
か
く
一
・
二
セ
ン
チ
前
後
、
小
袖

ωと
異
り
、
針
目
も
揃
っ
て
い
て
流
れ
た
り
し

て
お
ら
ず
、
四
つ
縫
と
し
て
は
こ
ま
か
い
針
目
の
仕
立
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ひ
き

つ
り
な
ど
全
く
な
く
、
極
め
て
立
派
な
仕
立
で
あ
る
。

や
か
な
色
調
で
あ
り
な
が
ら
、
胴
服
全
体
か
ら
受
け
る
感
じ
は
圧
倒
的
な
威
容
と
気

地
、
染
、
繍
、
仕
立
の
技
術
等
総
じ
て
優
れ
て
お
り
、
川
∞
の
胴
服
に
次
ぐ
優
品
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

(
表
裂
)
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美

術

号

研

究

四

地
合
は
経
の
三
枚
綾
で
/
(
右
上
り
)
、
経
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
六

O
木
前
後
、
緯
糸

は
一
セ
ン
チ
聞
に
三
八
本
前
後
、
経
糸
は
殆
ど
撚
が
な
く
、
裂
地
に
光
沢
を
与
え
て
い

る
。
藍
の
後
染
で
、
薄
い
藍
に
二
浴
乃
至
は
三
浴
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
襟
裂
、
裏
裂
)

襟
と
一
畏
と
紐
の
裂
は
同
質
で
、
紅
の
練
緯
。
地
合
は
経
糸
は
細
く
一
セ
ン
チ
聞
に
四

註
泊

四
本
前
後
で
二
本
ず
つ
寄
っ
て
お
り
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
三
八
本
前
後
。
紅
の
後

染
で
槌
色
が
少
い
。

註30 

註
3

(
報
告
四
、
上
、
美
術
研
究
二
四
二
号
、

胴
服

ωω
同
の
紅
染

ω白
地
桐
文
綾
、
襟
繍
胴
服
の
紅
染

一
一
頁
〉
参
照
。

31 

表
襟
の
紅
色

H
O
同

。~H
O

裏
裂
の
紅
色

H
O
同

日~一戸
N

紐
(
組
紐
〉
の
紅
色

斗
・
日
間

印

~
H
h
p

表
襟
の
染
色
に
つ
い
て

ωの
辻
ケ
花
染
の
襟
裂
同
様
、
極
め
て
純
度
の
高
い
紅
に
て
染
色
。
乙
の
表
襟
の
紅
染
は
、
始

め
か
ら
薄
い
色
に
染
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

裏
裂
と
紐
の
染
色
に
つ
い
て

∞
の
身
頃
の
染
色
と
同
様
帯
黄
色
の
紅
(
緋
〉
で
、
黄
色
の
下
染
が
施
さ
れ
た
上
に
紅
染
し
た

か
、
或
は
紅
花
餅
に
含
有
す
る
水
溶
性
の
黄
色
素
を
完
全
に
溶
出
し
な
い
で
紅
染
し
た
か
の
何
れ

か
と
考
え
ら
れ
る
。

ω白
地
五
重
穆
牡
丹
唐
草
文
綾
、
襟
繍
胴
服
の
紅
染

表
襟
の
紅
色

]戸。同

。¥戸。

紐
の
紅
色

一戸。同

。¥H
h
F

表
襟
と
紐
の
染
色
に
つ
い
て

∞
の
身
頃
、

ωの
裏
裂
と
紐
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る

同
浅
葱
綾
竹
雀
紋
繍
、
襟
摺
箔
描
絵
胴
服
の
紅
染

四

襟
裂
、
裏
裂
、
紐
の
紅
色

印

~
H
N

吋
・
印
同

襟
裂
、
裏
裂
、
紐
の
染
色
に
つ
い
て

l56 

ωの
身
頃
、

ωの
裏
裂
と
紐
、

ωの
表
襟
と
紐
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
推
定
は
槌
色
実
験
に
お
け
る
色
相
変
化
と
符
合
さ
せ
て
考
え
て
み
た
。

(
報
告
四
、
上
、
美
術
研
究
二
四
二
号
、
四
、
五
頁
参
照
〉

鈴
木
孝
男

32 

襟
裂
を
透
か
し
て
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
刺
繍
部
分
に
紙
の
裏
打
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
は
認
め
ら

れ
な
い

33 

東
京
国
立
博
物
館
蔵
品
の
室
町
・
桃
山
期
の
刺
繍
に
当
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
も
、
比
較
的
広
い
面

積
の
無
地
の
部
分
を
表
現
す
る
場
合
に
は
、
乙
の
扇
面
に
見
ら
れ
る
繍
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

34 

東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
ア
イ
ヌ
旧
蔵
肩
裾
(
挿
図
日
〉
や
勝
手
神
社
蔵
の
肩
裾
の
一
つ
な
ど
肩
裾

の
中
で
も
比
較
的
時
代
の
古
い
も
の
の
模
様
の
中
な
ど
に
、
あ
こ
だ
瓜
、
或
は
あ
こ
だ
瓜
様
の
模
様

が
見
ら
れ
る
。

35 

小
袖
州
、
同
の
袖
口
の
描
と
同
様
な
方
法
。

36 

袖
下
の
折
被
せ
は
、
左
袖
は
袖
口
下
は
表
裏
共
前
が
高
く
(
上
に
〉
な

っ
て
お
り
、
袖
附
の
と
こ

ろ
は
裏
は
前
が
高
く
、
表
は
後
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
乙
の
左
袖
の
表
袖
の
袖
下
は
縫
代
が

ね
じ
ら
れ
た
恰
好
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
袖
口
下
や
柾
つ
け
の
折
被
せ
に
は
表
裏
共
に
統
一
性
が
な

し、
37 

う

つ

の

や

静
岡
市
宇
都
谷
の
石
川
家
に
伝
来
し
た
胴
服
で
、
昭
和
三
七
年
八
月
、
山
辺
知
行
氏
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
。
天
正
一
八
(
一
五
九

O
)
年
秀
吉
が
小
田
原
征
伐
に
向
っ
た
際
、
宇
都
谷
峠
で
馬
の
草

軽
が
切
れ
た
時
、
石
川
家
の
祖
先
が
ニ
足
の
草
鮭
を
差
し
出
し
て
「
一
足
は
勝
っ
て
お
帰
え
り
の
折

り
に
」
と
言
っ
た
と
か
で
、
そ
の
言
葉
に
気
を
よ
く
し
た
秀
吉
が
、
胴
服
を
脱
い
で
与
え
た
の
が
乙

れ
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
以
後
、
石
川
家
に
は
「
お
羽
織
屋
」
と
い
う
名
が
つ
い
て
、
上
り
下

り
の
大
名
が
こ
こ
で
お
羽
織
拝
見
に
立
ち
寄
り
、
家
運
が
栄
え
た
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

紙
衣
の
胴
服
で
、
綿
は
厚
く
入
っ
て
お
り
、
袖
は
平
袖
(
袖
巾
は
袖
山
で
二
一
セ
ン
チ
、
袖
下
で

二
0
セ
ン
チ
、
袖
丈
は
五

0
セ
ン
チ
〉
、
妊
が
あ
り

妊
幅
二
三
セ
ン

(
妊
下
り
は
約
一

0
セ
ン
チ

チ
、
合
棲
幅
一
一
一
一
セ
ン
チ
、
立
棲
二
二
・
五
セ
ン
チ
)
、
借
は
な
い
。
裏
(
通
し
裏
〉
と
襟
と
袖
口
、

胸
紐
、
胸
紐
が
挟
み
こ
ん
で
あ
る
三
角
裂
は
紅
の
練
緯
で
、
襟
(
襟
幅
は
一
五
セ
ン
チ
、
襟
の
折
り

返
え
し
は
内
側
の
よ
う
で
あ
る
〉
と
袖
口
(
幅
九
・
五
セ
ン
チ
)
に
は
松
皮
菱
地
に
菊
の
折
枝
の
模

様
が
刺
繍
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
胸
紐
は
三
角
裂
(
底
辺
九
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
四
・
五
セ
ン
チ
〉



の
上
端
が
襟
附
の
肩
山
線
か
ら
三
七
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
に
つ
い
て
お
り
、
三
角
裂
に
挟
み
乙
ま
れ

た
紐
に
は
摺
箔
で
五
三
の
桐
(
一
つ
の
桐
の
幅
が
約
二
セ
ン
チ
〉
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
紐
は
長
さ

は
不
明
で
あ
る
が
幅
は
約
三
・
五
セ
ン
チ
で
、
左
右
と
も
わ
な
が
上
に
縫
目
が
下
に
な
っ
て
い
る
。

身
丈
は
一
一
七
セ
ン
チ
、
桁
は
五
三
セ
ン
チ
、
後
身
幅
は
肩
山
で
三
二
セ
ン
チ
、
裾
で
三
八
セ
ン
チ
、

前
身
幅
は
妊
下
り
の
位
置
で
二
九
・
五
セ
ン
チ
、
裾
で
三
八
セ
ン
チ
。
紙
衣
の
紙
一
枚
の
大
き
さ
は

長
さ
が
二
七
セ
ン
チ
、
幅
は
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
四

0
セ
ン
チ
近
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。

お
羽
織
拝
見
の
度
に
出
し
入
れ
し
て
見
せ
た
た
め
か
損
傷
し
て
原
形
を
失
い
か
け
て
来
て
い
た
の

で
、
昭
和
三
八
年
か
ら
三
九
年
に
か
け
て
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
服
飾
研
究
室
で
修
理
を
行
つ

た
。
挿
図
刊
の
写
真
は
修
理
後
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
高
田
装
束
庖
の
高
田
義
男
氏
は
、
こ
の
胴
服
の
復
元
模
造
を
三
領
、
昭
和
三
九
年
に
完
成

さ
れ
た
。
三
領
中
一
領
は
高
田
装
束
庖
に
保
存
さ
れ
、
あ
と
の
こ
領
は
大
阪
市
立
博
物
館
と
共
立
女

子
大
に
納
め
ら
れ
た
。

38 

上
杉
家
伝
来
の
は
花
や
葉
の
表
現
を
、
大
き
く
渡
し
繍
し
て
、
花
弁
や
葉
脈
の
線
繍
で
お
さ
え
て

い
る
が
、
石
川
家
伝
来
の
は
花
弁
も
葉
も
輪
郭
線
を
残
し
て
、
糸
を
短
く
渡
し
繍
し
て
い
る
(
図
版

E
b
、
挿
図
v
m
b
参
照
)
。

39 

和
服
の
特
徴
の
一
つ
に
肩
に
縫
目
が
な
い
こ
と
が
あ
る
。
即
ち
、
前
身
頃
と
後
身
頃
、
前
袖
と
後

袖
は
左
右
各

T
細
長
い
一
枚
の
裂
で
出
来
て
い
る
か
ら
、
洋
服
の
よ
う
に
前
身
頃
と
後
身
頃
と
別
個

の
裂
を
肩
で
縫
い
合
わ
せ
て
繋
ぐ
肩
の
縫
目
は
な
い
。
従
っ
て
和
服
地
で
は
連
続
模
様
の
場
合
、
模

様
の
構
成
に
留
意
し
な
い
と
肩
、
袖
山
を
境
に
片
側
で
は
模
様
が
す
べ
て
逆
さ
ま
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
わ
け
で
、
そ
の
た
め
、
和
服
地
の
連
続
模
様
に
は
一
応
逆
転
の
な
い
柄
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
乙

の
胴
服
の
裂
地
に
見
ら
れ
る
牡
丹
唐
草
の
上
下
の
向
が
一
段
ず
つ
交
互
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
模
様

と
し
て
ど
ち
ら
が
上
と
も
下
と
も
つ
か
な
い
逆
転
の
な
い
柄
に
な
っ
て
い
る
。
さ
き
に
報
告
し
た
上

杉
家
伝
来
の
小
袖
の
中
、
竹
に
後
の
地
紋
の
綾
小
袖
九
領
や
胴
服

ωの
桐
文
綾
で
は
、
織
文
様
の
向

が
肩
山
線
で
つ
き
合
わ
せ
に
な

っ
て
い
て
、
前
も
後
も
文
様
の
一
つ
一
つ
が
上
向
に
な
る
と
い
っ
た

凝

っ
た
織
物
で
あ
る
。

40 

銀
箔
の
跡
の
よ
う
な
も
の
も
見
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
箔
で
明
瞭
に
残
っ
て
い
る
の
は
金
箔
ば

か
り
で
あ
る
。

41 

胴
服
の
各
刺
繍
部
分
を
透
か
し
て
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
刺
繍
部
分
に
紙
の
裏
打
が
行
わ
れ
て
い
る

157 

様
子
は
認
め
ら
れ
な
い
。

伝

上

杉

謙

信

所

用

胴

服

八

領

中

一五


	0222
	0223
	0224
	0225
	0226
	0227
	0228
	0229
	0230
	0231
	0232
	0233
	0234
	0235
	0236



